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１．研究計画の概要 

本研究は、創業者精神が長期的な持続的企
業成長にどのように影響しているかを明ら
かにし、創業者やその後継者となる専門経営
者に提言を行うものである。 
 そのためには、創業者精神の活用状況の企
業ごとの差異を明らかにすることで、創業者
精神の経営資源化プロセスを明らかにし、長
期的な持続的成長を遂げている企業の創業
者精神の活用と特徴を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 

上記の研究目的を達成するためには、創業
者企業の段階の特徴、および、創業者が引退
した後の後継経営者による経営が定着した
時期で、組織のどのような階層のメンバーが
創業者精神をどのような形で理解し、活用し
ているかを調査研究する。 
 第一段階として、パイロット調査として、
専門経営者企業となった 2社を対象にアンケ
ート調査を実施し、持続的成長をとげってい
る企業に関する以下の仮説を導出した。 
（１）創業者精神の概念は企業によって明ら
かな違いは見られなかったが、その活用につ
いては、明らかに異なっていた。 
（２）創業者精神には「経営者機能」のみな
らず「現場機能」がみられる。 
（３）創業者精神には「成長戦略」のみなら
ず「生存戦略」も共存している。 

（４）組織構造とは別に、創業者精神に対す
る意識は組織のトップと現場ではフラット
である。 
 さらに事例研究で、創業者企業から専門経
営者企業への移行時期についての特徴を明
らかにした。その特徴とは 
（５）創業者と初代専門経営者を合わせた在
任期間は極めて長い（24年～74 年）。 
（６）その期間に様々なトラブルに遭遇し、
その企業独自の解決方法を蓄積してきてい
る。 
（７）初代専門経営者は、いわゆる経営のプ
ロではなかったが、極めて高い学習能力を有
しており、創業者からの学習と当時の海外を
含むベストプラクティスを学び実践する高
い意欲をもっていた。 
（８）創業者は、後継経営者が新しい学習を
促す立場にいた。 
などであり、これらを命題として抽出した。 
 これらの命題を作業仮説に落とし込み、ア
ンケート調査票を作成し、現在、2 代目以降
の経営者に移行した持続的成長企業を対象
にアンケート調査を実施している。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
（理由） 
本研究における仮説導出のための研究は概
ね予定通りに実施することができたが、2009



年度にアンケート調査によって仮説を検証
するための協力企業を選定する予定であっ
たが、2008 年 9 月以降のリーマンショック
による日本企業全体の経営状況の悪化によ
り、協力企業の獲得が予定より遅れ気味であ
る。 

さらに、アンケート調査を予定していた企
業も、2011 年 3 月 11 日の大震災により調査
自体が困難になった企業もあり、今後、調査
協力企業を西日本に求める方向で、研究をす
るめる予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

日本企業全体の経営環境悪化によりアン
ケート調査がこれ以上遅れが生じる場合は、
調査方法を切り替え、アンケート調査の代わ
りにインタビュー調査からデータ化して分
析する方法を検討する。 

調査研究協力企業数の見直しを行い、分析
に有効な協力企業数を 小限にしつつ、有効
な結果を導きだし、創業者精神の活用の有効
性の全体像を今年度中に描き出したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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